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【年通号数】公開・登録公報2010-049
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【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  27/447    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  27/26    ３１５Ｈ
   Ｇ０１Ｎ  27/26    ３２５Ｂ
   Ｇ０１Ｎ  27/26    ３１５Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月10日(2011.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　指定されたプロトン濃度を、電解質を含む環境において作製する方法であって、この方
法は、
　ａ）電解質を含む環境を提供すること；
　ｂ）複数の作用電極および対向電極を前記環境と接触させ、その結果、
　　前記作用電極の各々の第１の側面が、前記作用電極と前記対向電極との間における前
記環境の電気分解用体積を規定するために前記対向電極と向き合い、かつ、
　　前記作用電極の第２の側面が前記環境の第２の体積と向き合う
ようにすること；
　ｃ）所望されるプロトン濃度トポグラフィを指定すること；
　ｄ）電流を、前記作用電極の各々と前記対向電極との間に通し、その結果、前記環境の
成分を電気分解して、電気分解生成物を前記電気分解用体積において生じさせるようにす
ること；および
　ｅ）前記電気分解生成物の少なくとも一部を前記第２の体積に移し、それにより、プロ
トン濃度を前記環境の第２の体積において作製すること
を含み、
前記電流は、前記第２の体積において作製される前記プロトン濃度が、前記指定されたプ
ロトン濃度トポグラフィに実質的に調和するようにされる、方法。
【請求項２】
　前記作用電極の各々は、前記電気分解生成物が前記作用電極を通り抜けることに対して
透過性である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ｆ）前記環境の前記第２の体積において作製される前記プロトン濃度をモニターするこ
と、および、
　ｇ）必要ならば、前記作用電極の各々と前記対向電極との間を通る前記電流を調節して
、その結果、前記第２の体積において作製される前記プロトン濃度を、指定されたプロト
ン濃度トポグラフィとして維持するようにすること
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をさらに含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　ｄに続いて、以前に指定されたプロトン濃度とは異なる所望されるプロトン濃度を指定
すること、および、
　電流を、前記作用電極の各々と前記対向電極との間に通し、それにより、プロトン濃度
トポグラフィを前記環境の前記第２の体積において作製すること
をさらに含み、
　前記電流は、前記第２の体積において作製される前記プロトン濃度が、前記異なる指定
されたプロトン濃度であるようにされる、請求項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記電流を時間の関数として変化させ、それにより、前記第２の体積において作製され
る前記プロトン濃度を時間の関数として変化させることをさらに含む、請求項１～４のい
ずれかに記載の方法。
【請求項６】
　指定されたプロトン濃度を、電解質を含む環境において作製するためのデバイスであっ
て、このデバイスは、
　ａ）複数の作用電極；および
　ｂ）対向電極
を含み、
前記作用電極の各々および前記対向電極は、
　前記作用電極の各々の第１の側面が、前記作用電極と前記対向電極との間における電気
分解用体積を規定するために前記対向電極と向き合い、かつ、
　前記作用電極の各々の第２の側面が、電解質を含む環境を含有するように構成される容
器の第２の体積と向き合う
ように配置され、前記電気分解用体積は前記容器の前記第２の体積と流体連絡している、
デバイス。
【請求項７】
　前記作用電極の各々は、前記電気分解用体積において生じる電気分解生成物が前記作用
電極の各々を通り抜けて前記第２の体積の中に入ることを可能にするために、前記電気分
解生成物が前記作用電極を通り抜けることに対して透過性である、請求項６に記載のデバ
イス。
【請求項８】
　電気分解用体積を満たし、かつ、前記作用電極の各々および前記対向電極と接触する、
前記容器内に含有される電解質を含む環境をさらに含む、請求項６または７に記載のデバ
イス。
【請求項９】
　前記容器は、前記対向電極の程度で、かつ、前記第２の体積の大きさを有しており、前
記容器は、イオンの通過に対して不透過性であるバリアによって少なくとも一部が物理的
に規定される、請求項６～８のいずれかに記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記容器は、前記第２の体積の大きさよりも実質的に大きい大きさを有する、請求項６
～８のいずれかに記載のデバイス。
【請求項１１】
　電解質を含む前記環境が前記容器および前記電気分解用体積を満たすとき、前記作用電
極の各々と前記対向電極との間における電気回路の確立を可能にするように構成される、
請求項６～１０のいずれかに記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記確立された電気回路を通る電流の大きさを変化させることを可能にするように構成
される制御装置をさらに含む、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１３】
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　前記第２の体積の少なくとも一部におけるプロトン濃度の値を求め、かつ、前記プロト
ン濃度の値を前記制御装置に送るように構成される、前記制御装置に機能的に関連する少
なくとも１つのプロトン濃度センサーをさらに含み、前記制御装置はさらに、前記電流の
それぞれの大きさを、前記送られてきた値に応答して変化させるように構成される、請求
項１２に記載のデバイス。
【請求項１４】
　使用者が、前記電流の大きさに影響を及ぼす所望される値を入力することを可能にする
ように構成される、前記制御装置に機能的に関連する制御装置入力用構成部分をさらに含
む、請求項１２または１３に記載のデバイス。
【請求項１５】
　指定されたプロトン濃度トポグラフィーを、電解質を含む環境において作製する方法で
あって、この方法は、
　ａ）それぞれのセルが、指定されたプロトン濃度を、電解質を含む環境の関連する体積
において作製するように構成される複数の独立して制御可能なセルを提供すること；
　ｂ）電解質を含む環境を前記複数のセルと接触させて、その結果、前記環境を、それぞ
れの体積が前記セルに関連する複数の隣接する個別的体積に分割するようにすること；
　ｃ）所望されるプロトン濃度トポグラフィーを指定すること；および
　ｄ）前記複数のセルの前記それぞれのセルを作動させて、その結果、指定されたプロト
ン濃度を前記環境におけるセルに関連するそれぞれの体積において作製するようにするこ
と
を含み、
前記それぞれの体積において作製される前記指定されたプロトン濃度が全体として、指定
されたプロトン濃度トポグラフィーを構成する、方法。
【請求項１６】
　ｅ）ｄに続いて、以前に規定されたプロトン濃度トポグラフィーとは異なる所望される
プロトン濃度トポグラフィーを指定すること、および、
　ｆ）必要な場合には、前記複数のセルのうちの１つのセルが、異なるプロトン濃度を前
記環境の前記関連する体積において作製し、それにより、前記プロトン濃度トポグラフィ
ーを、前記新たに指定されたプロトン濃度トポグラフィーであるように変化させるために
作動すること
をさらに含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　プロトン濃度を少なくとも１つの前記関連する体積において時間の関数として変化させ
、それにより、前記プロトン濃度トポグラフィーを時間の関数として変化させることをさ
らに含む、請求項１５または１６に記載の方法。
【請求項１８】
　２つの前記隣接する体積の間におけるイオンの動きが、阻害される、請求項１５～１７
のいずれかに記載の方法。
【請求項１９】
　プロトン濃度トポグラフィーを、電解質を含む環境において作製するためのデバイスで
あって、
　ａ）それぞれのセルが、指定されたプロトン濃度を、電解質を含む環境の関連する体積
において、実質的に他のセルと独立しつつ作製するように構成される複数の独立して制御
可能なセル；および
　ｂ）電解質を含む環境を含有するように構成される、前記複数のセルに機能的に関連す
る容器であって、前記指定されたプロトン濃度を、容器に含有される前記環境の関連する
体積において前記セルによって作製することを可能にするように構成される容器
を含む、デバイス。
【請求項２０】
　前記複数のセルが、前記容器内に保持される環境が前記セルと関連する複数の個別的な
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隣接する体積に分割されるように配置される、請求項１９に記載のデバイス。
【請求項２１】
　それぞれの前記セルが前記指定されたプロトン濃度を前記関連する体積において変化す
るように構成される、請求項１９～２０のいずれかに記載のデバイス。
【請求項２２】
　電解質を含む前記環境が前記容器を満たすとき、前記セルのそれぞれを通る個々に制御
可能な電流の通過を可能にするように構成される、請求項２０～２１のいずれかに記載の
デバイス。
【請求項２３】
　前記セルのそれぞれを通る電流の大きさを独立して変化させることを可能にするように
構成される制御装置をさらに含む、請求項２２に記載のデバイス。
【請求項２４】
　前記セルに関連する前記体積におけるプロトン濃度の値を求め、かつ、前記求められた
値を前記制御装置に送るように構成される、前記セルのそれぞれに機能的に関連するプロ
トン濃度センサーをさらに含み、前記制御装置は、前記セルを通る前記電流の大きさを前
記送られてきた値に応答して変化させるように構成される、請求項２３に記載のデバイス
。
【請求項２５】
　使用者が、前記セルを通る前記電流の大きさに影響を及ぼす所望される値を前記セルの
それぞれについて入力することを可能にするように構成される、前記制御装置に機能的に
関連する制御装置入力用構成部分をさらに含む、請求項２３または２４に記載のデバイス
。
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